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世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
は
一
九
九
四
年
（
平
成
六
年
）

に
文
部
省
認
可
の
研
究
財
団
と
し
て
設
立
さ
れ
て
以
来
、
日
本
の

み
な
ら
ず
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
権
研
究
の
貴
重
な
研
究
拠
点
と

し
て
、
国
内
外
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
（
平

成
二
四
年
）
四
月
か
ら
は
新
た
に
内
閣
総
理
大
臣
認
可
の
公
益
財

団
法
人
と
し
て
活
動
し
て
い
る
が
、「
国
際
的
人
権
保
障
体
制
の

研
究
」
を
行
っ
て
い
る
当
セ
ン
タ
ー
第
一
部
は
、
国
連
大
学
の
協

力
の
下
、
国
連
人
権
高
等
弁
務
官
事
務
所
で
国
連
人
権
理
事
会
の

普
遍
的
定
期
審
査
を
担
当
し
て
い
る
ク
リ
ス
ト
フ
・
ペ
シ
ュ
ウ
氏

を
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
（
ス
イ
ス
）
か
ら
招
き
、
下
記
の
通
り
共
同
研

究
会
を
開
催
し
た
。
国
連
大
学
か
ら
は
、
横
田
洋
三
・
元
副
学
長
、

ヴ
ェ
セ
リ
ン
・
ポ
ポ
ウ
ス
キ
ィ
ー
社
会
科
学
研
究
主
任
や
菊
地
靖

国
連
大
学
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
平
和
研
究
所
客
員
教
授
ら

が
参
加
し
た
。

日
時
：
二
〇
一
二
年
四
月
二
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
一
時
三
〇
分
〜
五
時

場
所
：
国
連
大
学
第
一
会
議
室

テ
ー
マ
：  

国
連
人
権
理
事
会　

普
遍
的
定
期
審
査
の
可
能
性
と
実

効
性
に
関
す
る
国
際
的
検
討

第
一
部
は
、
日
本
学
術
振
興
会
の
科
学
研
究
費
を
得
て
、「
国

連
人
権
理
事
会
の
実
効
性
〜
普
遍
的
定
期
審
査
を
中
心
に
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
共
同
研
究
を
進
め
て
お
り
、
す
で
に
二
二
カ
国

の
普
遍
的
定
期
審
査
（
以
下
、Ｕ
Ｐ
Ｒ
）
の
検
討
を
終
え
て
い
る
。

二
〇
〇
六
年
に
設
立
さ
れ
た
国
連
人
権
理
事
会
は
、
四
年
ご
と
に

す
べ
て
の
国
連
加
盟
国
（
新
た
に
国
連
に
加
入
し
た
南
ス
ー
ダ
ン

を
除
く
、
一
九
二
カ
国
）
の
人
権
状
況
を
審
査
す
る
Ｕ
Ｐ
Ｒ
の
第

一
巡
目
の
審
査
を
昨
年
終
了
し
、
二
〇
一
二
年
五
月
よ
り
第
二
巡

目
の
審
査
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

自
由
権
規
約
委
員
会
な
ど
の
条
約
機
関
に
よ
る
審
査
の
場
合

は
、
個
人
資
格
か
ら
な
る
委
員
会
に
よ
っ
て
当
該
人
権
条
約
の

締
約
国
の
実
施
状
況
が
審
査
さ
れ
る
が
、
Ｕ
Ｐ
Ｒ
で
は
国
家
に

よ
る
相
互
審
査
（
ピ
ア
・

レ
ビ
ュ
ー
）
の
形
を
と
る
。

審
査
を
受
け
る
国
に
対
し

て
、
理
事
国
四
七
ヶ
国
の

う
ち
三
カ
国
が
ト
ロ
イ
カ

と
呼
ば
れ
る
報
告
者
団
を

構
成
し
、
こ
の
三
カ
国
は

三
つ
の
地
域
グ
ル
ー
プ
か

ら
一
カ
国
ず
つ
く
じ
引
き

で
決
定
さ
れ
る
。
審
査
に

は
、
人
権
理
事
会
の
理
事

国
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て

の
国
連
加
盟
国
が
参
加
で

国
連
大
学
と
の
共
同
研
究
会
の
開
催

 

に
つ
い
て
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き
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
国
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
審
査
と
い

う
性
格
上
、
政
治
性
を
完
全
に
払
拭
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。

そ
こ
で
、
当
セ
ン
タ
ー
の
安
藤
仁
介
所
長
の
司
会
の
下
、
共
同

研
究
に
参
加
し
て
い
る
、
当
セ
ン
タ
ー
の
嘱
託
研
究
員
で
あ
る
小

畑
郁
名
古
屋
大
学
教
授
が
、「
普
遍
的
定
期
審
査
の
可
能
性
と
問

題
点
」
を
、
坂
元
茂
樹
研
究
第
一
部
長
が
「
共
同
研
究
の
成
果

お
よ
び
今
後
の
方
向
性
」
を
、
嘱
託
研
究
員
で
あ
る
薬
師
寺
公

夫
立
命
館
大
学
教
授
が
「
日
本
の
第
一
回
普
遍
的
定
期
審
査
お

よ
び
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
関
す
る
分
析
と
検
討
」
を
報
告
し
た
。

こ
れ
ら
、
三
つ
の
報
告
を
踏
ま
え
て
、
実
際
に
Ｕ
Ｐ
Ｒ
に
お
け

る
各
国
の
審
査
報
告
書
等
の
作
成
（
こ
の
こ
と
は
今
回
の
研
究

会
の
質
疑
の
中
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
）
に
あ
た
っ
て
い
る
ペ
シ
ュ

ウ
氏
が
、
実
務
的
立
場
か

ら
、「
普
遍
的
定
期
審
査

の
現
状
と
可
能
性
〜
三
報

告
を
踏
ま
え
て
」
と
題
し

て
、
コ
メ
ン
ト
を
行
っ
た
。

人
権
理
事
会
の
前
身
で

あ
る
人
権
委
員
会
で
は
、

各
国
の
間
に
「
対
決
と
不

信
の
文
化
」
が
巣
く
っ
て

い
た
が
、
そ
れ
を
「
協
力

と
関
与
の
文
化
」
へ
変
え

る
こ
と
を
目
指
し
て
人
権

理
事
会
が
創
設
さ
れ
た
。

改
革
の
目
玉
と
さ
れ
る
Ｕ
Ｐ
Ｒ
は
、
こ
の
「
協
力
と
関
与
」
を

基
本
理
念
と
し
た
制
度
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
Ｕ
Ｐ

Ｒ
は
、
人
権
問
題
に
対
処
す
る
各
国
の
考
え
方
、
ア
プ
ロ
ー
チ
、

方
法
論
の
転
換
が
、
人
権
理
事
会
の
発
足
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ

た
か
ど
う
か
の
リ
ト
マ
ス
試
験
紙
の
役
割
を
果
た
す
と
も
い
え

る
。
た
し
か
に
、
質
疑
に
お
い
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
嘱
託
研
究

員
で
あ
る
岩
澤
雄
司
東
京
大
学
教
授
か
ら
出
さ
れ
た
質
問
の
よ

う
に
、
審
査
に
お
い
て
出
さ
れ
た
勧
告
を
無
視
し
よ
う
と
す
る

北
朝
鮮
の
よ
う
な
存
在
は
あ
る
。
し
か
し
、
ペ
シ
ュ
ウ
氏
が
指

摘
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
極
め
て
例
外
的
な
事
例
で
あ
り
、
大

多
数
の
国
は
、
す
べ
て
で
は
な
い
も
の
の
、
多
く
の
勧
告
を
受

け
入
れ
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
人
権
の
普
遍
性
と
客
観
性
を

高
め
る
た
め
に
始
ま
っ
た
こ
の
制
度
の
将
来
は
楽
観
で
き
る
状

況
に
は
な
い
が
、
人
権
基
準
実
施
の
た
め
の
各
国
の
能
力
向
上

に
資
す
る
制
度
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
受
諾
し
た
勧
告

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
る
第
二
巡
目
以
降
の
展
開
に
注

目
す
る
必
要
が
あ
る
。

研
究
会
に
お
け
る
報
告
及
び
質
疑
か
ら
、
当
セ
ン
タ
ー
が
行
っ

て
い
る
Ｕ
Ｐ
Ｒ
に
関
す
る
研
究
の
水
準
の
高
さ
に
つ
い
て
は
ペ

シ
ュ
ウ
氏
も
こ
れ
を
認
め
、
今
後
も
日
本
の
研
究
者
と
意
見
交
換

を
し
た
い
と
の
希
望
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
国
連
大
学
の
ポ
ポ
ウ

ス
キ
ィ
ー
氏
も
こ
う
し
た
共
同
研
究
会
の
開
催
を
継
続
し
た
い

旨
の
希
望
を
述
べ
ら
れ
、
国
連
大
学
と
の
共
同
研
究
会
は
成
功
裏

の
う
ち
に
閉
会
し
た
。（

文
責　

研
究
第
一
部
長　

坂
元　

茂
樹
）
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京
都
府
で
は
、
著
し
く
過
疎
化
が
進
ん
だ
結
果
生
じ
た
限
界
集

落
に
つ
い
て
、
重
点
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
２
０
０
８
年
か

ら
は
、
限
界
集
落
と
大
学
と
が
協
働
で
地
域
を
活
性
化
す
る
「
ふ

る
さ
と
共
援
活
動
支
援
事
業
」
を
、
２
０
０
９
年
か
ら
は
、
限
界

集
落
を
含
む
小
学
校
区
程
度
の
集
落
集
合
体
（
地
域
連
携
組
織
）

が
、
行
政
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
と
も
に
地
域
再
生
を
実
現
す
る
「
共
に
育

む
命
の
里
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
限
界
集

落
の
再
生
を
目
的
と
し
て
い
る
の
だ
が
、
一
方
で
、
過
疎
化
・
高

齢
化
が
著
し
い
た
め
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
参
加
す
る
こ
と
さ

え
で
き
な
い
集
落
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
う
け
て
、
京
都
府
で
は
、
２
０
１
１
年
に
特

に
高
齢
化
率
の
高
い
集
落
を
47
カ
所
抽
出
し
て
、
生
活
実
態
や
支

援
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
結
果
を
見
る
と
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
56
％
を
占
め
（
自

助
の
減
少
）、
寄
り
合
い
が
年
２
回
以
下
の
集
落
が
17
％
に
の
ぼ

る
な
ど
集
落
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
減
少
し
て
お
り
（
共

助
の
減
少
）、
将
来
的
な
集
落
維
持
を
困
難
と
考
え
て
い
る
集
落

（
消
滅
危
惧
集
落
）
も
13
％
存
在
し
た
。
自
助
や
共
助
の
減
少
が

集
落
活
動
を
低
下
さ
せ
、
そ
れ
が
さ
ら
に
個
人
の
日
常
生
活
に
も

支
障
を
来
た
し
、
集
落
の
消
滅
が
危
惧
さ
れ
る
実
態
が
明
ら
か
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

筆
者
（
執
筆
当
時
、
京
都
府
農
林
水
産
部
農
村
振
興
課
過
疎
対

策
担
当
参
事
）
は
、
上
記
集
落
の
う
ち
、
集
落
内
の
戸
数
が
20
戸

以
下
で
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合
が
70
％
を
超
え
る
な
ど
極
度

に
過
疎
化
・
高
齢
化
の
進
む
集
落
を
い
く
つ
か
調
査
し
た
。
あ
る

集
落
で
は
、
集
落
内
に
住
民
票
を
お
く
世
帯
は
５
世
帯
あ
る
も
の

の
、現
実
に
居
住
し
て
い
る
の
は
１
世
帯
（
１
人
）
の
み
で
あ
り
、

そ
の
他
の
世
帯
は
居
住
は
せ
ず
、
墓
や
神
社
の
維
持
、
田
畑
の
耕

作
な
ど
の
た
め
に
家
を
管
理
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

１
人
で
集
落
を
守
っ
て
い
る
70
歳
近
い
住
民
の
方
は
、
雪
深
い
冬

も
酷
暑
の
夏
も
、唯
一
の
交
通
手
段
で
あ
る
原
付
バ
イ
ク
に
乗
り
、

通
院
や
買
い
物
な
ど
の
た
め
に
片
道
数
十
分
か
け
て
生
活
関
連
施

設
が
集
ま
る
中
心
市
街
地
へ
と
出
か
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
集
落

も
、
１
９
６
０
年
頃
に
は
十
数
世
帯
が
居
住
し
、
農
業
を
中
心
と

し
た
集
落
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
日
々
の
営
み
を
通

じ
て
、
食
料
供
給
や
自
然
災
害
の
防
止
、
美
し
い
景
観
や
伝
統
文

化
の
保
全
・
継
承
な
ど
の
多
面
的
・
公
益
的
機
能
が
発
揮
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、他
の
集
落
に
住
む
方
に
、「
生
協
の
個
別
配
送
を
頼
め
ば
、

京
都
府
農
林
水
産
部

研
究
普
及
ブ
ラ
ン
ド
課
長

　
　

小
川　

嘉
幸

協
働
に
よ
る
集
落
維
持

　
　

―
消
滅
集
落
を
見
守
る
―
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定
期
的
に
訪
問
し
て
も
ら
え
、
少
し
は
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
す
よ
。」
と
お
話
し
す
る
と
、「
数
百
円
の
配
送
料
が
も
っ

た
い
な
い
か
ら
い
ら
な
い
。」
と
答
え
ら
れ
る
。
本
当
に
配
送
料

が
も
っ
た
い
な
い
の
で
は
な
く
、
お
金
を
払
う
と
は
い
え
、
他
人

に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
・
・
・
、
と
の
思
い
か
ら
、
不
安
な
気

持
ち
を
心
の
中
に
押
し
込
め
て
、
そ
う
い
う
意
思
表
示
を
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
遠
慮
の
壁
を
取
り
払
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
は
、
信
頼
で
き
る
人
が
親
身
な
言
葉
を
か
け
続
け
、
地

域
に
関
係
す
る
多
様
な
主
体
が
協
働
し
て
見
守
り
活
動
を
実
施
す

る
よ
う
な
、
本
当
の
意
味
で
の
寄
り
添
っ
た
支
援
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
。

こ
う
し
た
実
態
を
踏
ま
え
、
京
都
府
で
は
、
消
滅
が
危
惧
さ
れ

る
集
落
の
住
民
に
対
し
て
、
き
め
細
や
か
な
支
援
を
タ
イ
ム
リ
ー

に
行
っ
て
い
く
た
め
、
集
落
の
出
身
者
や
集
落
や
住
民
の
状
況
な

ど
を
よ
く
知
る
職
員
が
い
る
農
業
法
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
中
心
と
な

り
、
定
期
的
な
訪
問
や
緊
急
通
報
装
置
の
配
付
、
買
い
物
・
通
院

な
ど
の
た
め
の
送
迎
、
草
刈
り
、
雪
か
き
、
伝
統
・
文
化
等
の
ア
ー

カ
イ
ブ
化
な
ど
の
事
業
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
中

心
と
な
る
農
業
法
人
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
と
も
に
、
地
域
の
方
々
や
企
業
、

行
政
等
も
参
画
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
組
織
し
、
地
域
の
ケ

ア
プ
ラ
ン
や
支
援
の
役
割
分
担
な
ど
を
考
え
、
実
践
す
る
事
業
も

進
め
る
予
定
で
あ
る
。
今
後
の
事
業
の
成
果
に
注
目
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
集
落
の
支
援
施
策
を
検
討
す

る
た
め
、『「
命
の
里
」
見
守
り
支
援
研
究
会
』
を
設
置
し
、
委
員

の
み
な
さ
ま
に
熱
心
に
ご
議
論
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
メ
ン
バ
ー

を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

「
命
の
里
」
見
守
り
支
援
研
究
会

　

座
長
：
龍
谷
大
学
経
済
学
部　

河
村
能
夫
教
授

　

委
員
：
京
都
大
学
公
共
政
策
大
学
院
経
済
学
研
究
科　

岡
田
知
弘
教
授
、
立

命
館
大
学
産
業
社
会
学
部　

乾
亨
教
授
、
立
命
館
大
学
衣
笠
総
合
研
究
機
構
地

域
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー　

柴
田
晃
客
員
教
授

　

府
・
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
３
名
、
市
町
村
職
員
２
名
、
京
都
府
農
村
振

興
課
（
事
務
局
）

（
所
属
・
役
職
名
は
執
筆
当
時
）

【  ３m近い積雪があった棚田で有名な宮
津市世屋地区、2012 年 2月 3日撮影】
注：写真の集落は、本文とは関係あり
ません。
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昨
年
の
三
月
十
一
日
、
午
後
二
時
四
十
六
分
、
三
陸
沖
で
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
９
・
０
の
大
地
震
が
勃
発
し
た
。
加
う

る
に
大
津
波
だ
け
で
は
な
い
。
福
島
第
一
原
発
の
事
故
に
よ

る
放
射
能
汚
染
、
天
災
と
人
災
が
複
合
し
て
の
日
本
史
上
未

曾
有
の
東
日
本
大
震
災
と
な
っ
た
。

二
万
人
に
近
い
死
者
と
行
方
不
明
者
、
そ
し
て
被
災
者
・

放
射
能
汚
染
か
ら
の
避
難
民
の
数
は
お
び
た
だ
し
い
。
い
ま

だ
に
行
方
不
明
者
が
三
千
名
を
こ
え
る
の
は
、
大
津
波
の
た

め
で
あ
り
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故
も
大
地
震
だ
け
で
な
く
、

大
津
波
に
よ
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。

東
日
本
大
震
災
の
後
、
五
月
の
雑
誌
に
、
権
威
の
あ
る
地
震

学
者
が
大
津
波
は
「
想
定
外
」
で
あ
っ
た
と
い
う
論
文
を
発

表
さ
れ
て
い
る
を
読
ん
で
愕
然
と
し
た
。
政
治
家
の「
想
定
外
」

と
い
う
発
言
も
無
責
任
だ
が
、
三
陸
沖
の
大
津
波
は
近
く
は

昭
和
８
年
や
明
治
29
年
に
あ
り
、古
く
は
貞
観
11
年
（
八
六
九
）

の
五
月
二
十
六
日
、
今
回
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
大
津
波
が
あ
っ

た
。
そ
の
こ
と
は
「
六
国
史
」
の
最
後
と
な
っ
た
『
日
本
三

代
実
録
』
に
詳
述
さ
れ
て
お
り
、
菅
原
道
真
が
編
集
し
た
『
類

聚
国
史
』
の
「
災
異
部
五
」
の
地
震
の
項
目
の
な
か
で
も
詳
し

く
記
し
て
い
る
。
同
年
の
予
震
二
回
ば
か
り
で
は
な
い
。
余

震
四
回
の
記
載
も
あ
る
。

昨
年
の
十
二
月
十
一
日
、
京
都
市
で
の
一
昨
年
・
昨
年
の
人

権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
好
評
を
う
け
て
、
は
じ
め
て
京
都
府
域

で
、〝
い
ま
、
世
界
を
人
権
の
視
点
か
ら
見
直
す
〞
の
視
点
か

ら
「
災
害
と
人
権
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、
当
セ
ン
タ
ー
と

福
知
山
市
・
福
知
山
市
教
育
委
員
会
・
人
に
い
ち
ば
ん
近
い

ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
・
人
に
い
ち
ば
ん
近
い
ま
ち
づ
く
り

実
行
委
員
会
と
の
共
催
で
、
福
知
山
大
江
町
総
合
会
館
で
開

◆
歴
史
随
想
―
65

災
害
と
人
権研

究
セ
ン
タ
ー
理
事
長

京
都
大
学
名
誉
教
授

　
　

上
田　

正
昭
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催
し
た
。

安
藤
所
長
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
、
栗
林
幸
重
福
知
山

市
人
権
推
進
室
長
・
坂
元
研
究
第
一
部
長
・
山
路
研
究
第
二

部
長
・
仲
尾
研
究
第
三
部
長
・
源
淳
子
第
４
部
嘱
託
研
究
員
・

上
杉
孝
實
第
５
部
客
員
研
究
員
が
パ
ネ
リ
ス
ト
に
な
り
、
私

が
基
調
講
演
を
担
当
し
た
。

数
多
く
の
み
の
り
あ
る
質
問
が
あ
い
つ
い
だ
が
、『
世
界
人

権
宣
言
』
が
そ
の
第
一
条
に
、「
す
べ
て
の
人
間
は
。
生
ま
れ

な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か
つ
、
尊
厳
及
び
権
利
に
つ
い

て
平
等
で
あ
る
」
と
明
記
し
て
い
る
と
お
り
、「
人
間
の
尊
厳
」

に
お
い
て
も
っ
と
も
肝
要
な
の
は
「
い
の
ち
の
尊
厳
」
で
あ
る
。

自
然
を
破
壊
し
貴
重
な
文
化
遺
産
な
ど
を
損
傷
す
る
戦
争
は
、

最
悪
の
人
権
侵
害
だ
が
、
天
災
も
ま
た
自
然
と
人
の
い
の
ち

を
消
滅
さ
せ
、
人
災
は
さ
ら
に
過
酷
な
災
害
を
誘
発
す
る
。

い
の
ち
の
尊
厳
を
守
り
活
か
す
人
権
に
と
っ
て
も
、
災
害
で

奪
わ
れ
る
い
の
ち
を
い
か
に
保
障
す
る
か
、
ど
の
よ
う
に
し

て
災
害
を
事
前
に
察
知
し
て
回
避
す
る
か
、
い
か
に
し
て
災

害
の
被
害
を
最
小
限
に
防
止
す
る
か
。
多
く
の
課
題
が
残
さ

れ
て
い
る
。

福
知
山
市
大
江
町
で
の
基
調
講
演
で
も
言
及
し
た
が
、
平

成
十
六
年
の
台
風
23
号
に
よ
る
由
良
川
の
洪
水
被
害
は
、
こ

の
お
り
だ
け
の
被
害
で
は
な
い
。『
大
江
町
史
』
の
災
害
編
に

よ
っ
て
調
べ
て
も
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
か
ら
明
治
九

年
（
一
八
七
六
）
ま
で
二
一
〇
年
間
に
77
回
も
水
害
の
被
害

を
う
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
二
・
七
年
に
一
回
の
洪
水
と

な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
慶
應
二
年
（
一
八
六
六
）
の
お
り

に
は
水
位
は
14
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ん
だ
と
い
う
。

そ
こ
で
大
野
ダ
ム
の
建
設
が
計
画
さ
れ
た
が
、
戦
争
中
の
戦

費
の
増
大
な
ど
で
昭
和
十
七
年
（
一
九
三
二
）
に
中
止
、
漸

く
昭
和
三
十
六
年
の
十
一
月
に
竣
工
し
た
が
、
発
電
用
多
目

的
ダ
ム
と
し
て
築
造
さ
れ
た
た
め
に
、
集
中
豪
雨
と
も
な
れ

ば
、
治
水
の
調
整
が
で
き
な
く
な
る
。

浸
水
想
定
区
域
の
設
定
や
川
幅
を
拡
げ
た
り
堤
防
を
整
備

し
た
り
、
河
川
の
改
修
工
事
の
ほ
か
避
難
訓
練
を
重
ね
た
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
努
力
が
い
る
。

自
然
と
対
決
し
自
然
を
克
服
す
る
の
で
は
な
い
。
自
然
と
い

か
に
調
和
す
る
か
、
そ
の
知
恵
と
体
験
を
新
し
い
技
術
で
活

か
す
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。

























































▲ 移民の子どものための絵画教室。
▲移民のためのドイツ語教室。

▲  アラブ系 NGOの建物。ドイツの雪だ
るまは 3段。

▲  東西ドイツ統合の象徴であるブ
ランデンブルク門。

▲ベルリン市ノイケルン区庁舎。
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